
宝彩ＢＢマガジンの原稿を書くときは、初めのう

ちは、頭の中には何も思い浮かばずに、パソコン

に向かっていても１時間と持ちません（笑）。それ

でも、単語を並べているうちに、頭の中の神経が

つながっていくのか、だんだん文が出来てきます。今回も、原

稿が進まない時がありましたが、編集担当者のお陰で、記事を

仕上げることができました。宝彩ＢＢマガジンに作品を残して

いくことが、財産になっています。

今日、会社で冬の制服を受け取ってきました。そ

ろそろ、そういう季節ですね。でも、かなり厚手の

生地なので、まだこの時期には暑そうです。そう

いえば、僕の子供の頃は、今の子とは違って、冬

でも半ズボンで走り回っていました。小学校５年の時から、普

通の長いジーンズを穿くようになって、ちょっと大人になった

気がして嬉しかったのを覚えています。ランドセルをやめたの

も、その頃だったような。瞑想で確かめてみようかな（笑）

チバ

最近、足を少し痛めました。たいしたことはないの

ですが、大事をとって、同じことを15分以上しな

いようにしました。15分パソコンに向かったら、次

は、掃除機かけ15分。次は横になって体操。次は

食器洗い。そんな感じで1日を過ごすようになりました。15分し

かできないと思うと、一つ一つの作業が楽しく、今まで後回し

にしてきたことも、したいことに変化してしまいます。マインド

の操縦方法まで学んで得をした気分です。

む〜

先日、家の外壁にとまっているカマキリを見つけ

ました。初めて間近で見る三角顔のユニークな昆

虫を前に、私や子供達、そして母までもが写メを

撮ったり大はしゃぎです。小さな来客が運んでく

れた幸せのひとこまでした。みんなの熱い視線に居心地が悪く

なったのか、カマキリは風に乗ってどこかへ飛んで行きまし

た。そして、その日を境に、幼い頃のアニメ番組から生まれた、

私の中の『恐〜いカマキリ』もどこかへ飛んで行ったのでした。

ma-chi

しばらく記者活動をお休みしておりましたが、こ

のたび編集長席スタッフで復活いたしました。か

ねてから、一度も集まることもなしに、なぜこんな

素晴らしいマガジンが作れるのか不思議に思っ

ていたのですが、実に良くできたシステムに驚きながら作業し

ております。それにしてもBBマガジンはやっぱりおもしろいで

す。つい仕事がおろそかになるくらい、皆さんの原稿を読むの

に夢中になってしまいます。これが今後の課題です（笑）。

torami

かっちゃん

窓を開けると、金木犀の甘く強い香りがします。

実家を立て直す前に、トイレの前に植えてありま

した。だからかな、この匂いをかぐと、なんとなく

懐かしいようなそんな気分になります。秋です

ね。季節もどんどん変わります。そしてこの宝彩ＢＢマガジンも

どんどん進んでいます。そんな気がします。なにひとつ止まっ

ているものはないのですね。流れに任せて、ただその流れを楽

しむ。そんな生き方が良いと、このごろ思います。

あはは

　おかげさまで、今号、宝彩ＢＢマガジンは第

１０号の発刊となりました♪ 私は創刊号からス

タッフとして続けて参画させていただいています

が、毎号毎号、本当に新しい発見があり、記事を

書いたり編集作業をすることを通じてたくさんの学びがありま

す。学びながら、修行しながら、マインドと共に歩む毎日が、ど

んどん明るく楽しくなっていく。「幸せだなぁ〜」と日々何度も

つぶやいて、ほっこりしています。

トモ

第１０号発刊！ とても嬉しいことです。これもひ

とえにスタッフの皆様を始め、日本および世界の

津々浦々から協力してくださる修行熱心な方々の

おかげです。毎号内容もとても充実して、読み応

えのあるものになっており、本当に素晴らしいと思います。感

謝、感謝です。また、このマガジンにより、制作スタッフも含め

て、多くの修行者が、修行上の貴重なヒントや励ましを得てい

るとの便り等を頂くと本当に有難いことだと思います。

宝彩有菜

駅前のパン屋さんに、新作の「かめパン」が登場し

ました。メロンパンを甲羅に見立てて、丸いチョコ

の目のついた頭と、これまた丸い手足がついてい

ます。ふだんはお店の中のお客さんに向かって愛

敬を振りまいていますが、お店の閉まる時刻が近づくと、なぜか

一斉に外を向くので、通りすがりにふと目が合ってしまうことが

あります。家では、形が壊れないようにそっと袋から出して、どう

も尻尾のほうから食べてしまうひと品です。

しずあめ

今回、初めてちょこっと編集作業に参加し、BBマ

ガジン制作の裏側もちょこっと垣間見ることが出

来ました。今までは読み手側の私でしたが、自分

が書いた原稿の編集作業を通して、その制作作

業の地道さと面白さ、ひとつひとつが手作りで完成されていく

のが「BBマガジン」なのだということを、実感しました。宝彩先

生、制作スタッフの皆さん、毎号本当に素晴らしいBBマガジン

を、ありがとうございます！

かるん

http://hosai.world.coocan.jp/bbm/msgenq/msgenq.cgi

宝彩BBマガジンでは、読者の皆さまが、お気軽にコメントできるよう新しく掲示板を

作りました。感動したこと、面白かったこと、「？」がついたことなど、「一口コメント」を

ご投稿ください。コメントをいただくことで、読者の皆さまに、より身近で、役に立つ、

宝彩BBマガジンの制作をしていきたいと思っております。編集スタッフ一同、皆さまの

コメントをお待ちしています。
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http://hosai.world.coocan.jp/bbm/msgenq/msgenq.cgi

